
 

～新渡戸記念の～  

『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

第 31 回『「何を言ったか ではなく、誰が言ったか である」 

〜 悩みが解消される 〜』 

 

今日（2020 年 11 月 14 日）は、「がん哲学外来メデイカルカフェ＠川越 to be café 

6 周年記念」講演会『「to be」〜「走るべき行程」と「見据える勇気」〜』（主

催者：佐野泰道 牧師；霞ヶ関キリスト教会に於いて）に赴いた（画像 1）。  「コ

ロナ感染」を含め、多数の真摯な質問があった。  筆者は、「曖昧なことは、

曖昧に答えるのが、科学的である。  グレーゾンを 確信を持って答えるには 愛

しかない。」と答えた。  本当に、有意義な 充実した 学びの時が与えられた。  

内村鑑三（1861-1930）、新渡戸稲造(1862-1933)、南原繁 (1889-1974)、矢内

原忠雄 (1893-1961)、特に、牧師の奥様の ご兄弟の大学教授が、矢内原忠雄の

研究者で、大いに盛り上がった。  「矢内原忠雄が、内村鑑三によって 悩みが

解消された時のエピソード」を さりげなく語った。  「何を言ったか ではな

く、誰が言ったか である」の実例である。  筆者は、今、『内村鑑三、新渡戸

稲造、南原繁、矢内原忠雄』が 生きていたら、今回の「コロナ問題」をどのよ

うに、考え答えるのか、知りたいものである。 

 

今日、同時開催された、第 17 回『岡倉天心記念がん哲学外来 巣鴨カフェ「桜」』

（おんびっと訪問看護ステーション に於いて）の代表の山本ひろみ 氏から絵

葉書が送られて来た（画像 2）。  大いに感激した。  まさに、『八方塞がりで

も、天は開いている』（『病気は 人生の 夏休み』（幻冬舎 発行）の 日々で

ある。  明日（2020 年 11 月 15 日）は、成田教会で『奨励:「種を蒔く人になる」』

を 依頼された。 これは、『種を蒔く人に なりなさい』（いのちのことば社 発

行）(画像 3) 効果であろう！  不思議な、人生の連続である 
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画像３ 


